





























G.・ 1913)、メラニー・クライン（Klein,M. ・ 1923a）の精神分析による事例 
研究があげられる。次いでアメリカのトレイナー（Treynor,J.V. ・ 1929）が、 
子どもの心身症状に関して学校の問題点を指摘している。(1)-) 3 ) 
学校に来ないのはその子どもが怠惰なためであり、反社会的行動をしが 
ちであると考えられていた時代に、不登校の問題に焦点をあてたのが、ア 
メリカのブロードウィン（Broadwin,I.T. ・ 1932）であり、イギリスのパート 
リッジ（Partridge,J.M, ・ 1939）である。ブロードウィンは、無断欠席（怠 
学・truancy) の変形として、強迫（obsessional) タイプの神経症あるいは神 
経症的性格の者がいると主張し、9歳の少女と13歳の少年の事例を取り上 
げている。パートリッジも、50例の無断欠席のうち10例が精神神経症的な 




う立場から、'school phobia’の代わりに、'separ肌ion anxiety（分離不安）' 
を用いるようになった（エステスら・Estes,H.R.,et al．・1956)。 (6 )(7 ) 
アメリカのイマニュエル・クライン（Klein,E．・1945）は、ブロードウィ 
ンやジョンソンらの考えを踏まえながらも、学校の問題や対応などについ 
て述べている。そして、'reluctance to go to school（学校嫌い、登校を嫌が 
ること）’という用語を用いるとともに、'refusal to go to school（登校拒否）' 
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'anxieW 加out school（学校不安）’という表現も用いている。(8) 
1950年代以降、多くの論文が発表されるようになった。上記の用語の他 
に、'school reんsal（登校拒否・学校拒否）'（カーン‘Kahn,J.H．・19認）、 'non-
attendance at school（不登校）'（ハーゾフーHersov,L. ・ 1960）などがイギリス 
で用いられ、今では広く使用されている。現在でも用語は統一されておら 
ず、佐藤正道（1992a ・ 1996）によると、<Psychological Abstracts のキーワ 




論文がある。'non-attendance at school’はキーワードの用語になってい 
ない〉。(9 )-)'') 
日本の初期の研究論文として、高木隆郎ら（1959）が「長欠児（long 訥ー 
sentees fromめligation of school証tendance)]、佐藤修策（1959）が「登校拒否 








































































































































































































































































































































































していない」 と指摘している。また、高木の「自閉的時期」 を認めながら 
































client experiences himself as being fuiiy received）だと思われる。この言葉の中 
には、共感的に理解されているという概念や受容という概念が（the con-
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